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28
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

11
月
議
会
は
11
月
５
日
開
会
予
定

台
風
に
備
え
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

　
納
税
者
の
公
平
性
の
観
点
と
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、県
と
県
内
市
町
村
は
、

28
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
を
徹
底
し
ま
す
。
給

与
支
払
者
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員
へ
の
周
知
や
特
別
徴
収
へ
の
対
応
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
例
外
に
あ
た
る
場
合
や
、
従
業
員
数
が
２
人
以
下
の
事
業
所
な
ど
は
普

通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
普
通
徴
収
を
希
望
す
る
事
業
所
は

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
」
を
「
給
与
支
払
報
告
書
」
と
併
せ
て
市
民
税
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
徴
収
の
例
外

①
他
の
事
業
所
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

人　
②
毎
月
の
給
与
が
少
な
く
特
別
徴
収
で
き
な
い
人　
③
給
与
が
毎
月
支
払

わ
れ
て
い
な
い
人　
④
専
従
者
給
与
を
支
給
さ
れ
て
い
る
人

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
税
務
課

０
４
３（
２
２
３
）３
０
９
８
ま
た
は
、
県
市

町
村
課

０
４
３（
２
２
３
）２
１
３
３
へ
。特
別
徴
収
の
具
体
的
な
手
続
き
に

　
26
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
５
日
㈬
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。
会
議
の
日

程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請
願
・
陳
情
に

つ
い
て
は
、
開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、
今
期
定
例
会

で
協
議
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
を
八
千
代
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中

継
し
ま
す
。
通
常
は
会
議
の
翌
日
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
か
ら
録
画
中
継

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
（
４
８
３
）１
１
５

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
事
課
）

　
秋
を
迎
え
、
台
風
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
家
の
周
り
の
、
風
で
飛
ば
さ

れ
や
す
い
も
の
は
、
屋
内
に
入
れ
る
か
、
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
屋
根
、
塀
、
壁
な
ど
の
点
検
・
補
強
も
早
め
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
側
溝
や
排
水
溝
を
清
掃
し
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
よ
う
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
防
災
課
・
土
木
建
設
課
）

　
地
域
の
中
で
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
増
や
す
た
め
、
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
認
知
症
の
人
へ
の

接
し
方
を
学
ぶ
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
先
着
50
人
。

　
▼
日
時　
11
月
26
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時　
▼
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法　
電
話
で
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

つ
い
て
は
、市
役
所
市
民
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
平

成
28
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
給
与
天
引
き
を
徹
底
し
ま
す
」
に
は
詳
し
い
内

容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

改良による施設の延命と　　　　
処理性能の向上のため
　清掃センターでは、市内から出された可燃ご
みを３基の焼却炉で処理しています。
　１日60トンの焼却能力を持つ１・２号炉は、
平成元年に稼動開始しました。14年度には排気
ガス処理設備を中心とした大規模な改修工事を
行いましたが、稼動開始から約26年が経過して
います。１日100トンの焼却能力を持つ３号炉
は、13年の稼動開始から約13年が経過していま
す。各施設とも設備の経年劣化が進行しており、
現在、使用している部品などの製造中止により、
交換修理が難しい状態になってきています。
　このままでは、継続的に安定した稼動ができ
なくなる恐れがあるため、環境省の「循環型社
会形成推進交付金」を利用し、焼却処理施設全
体の改良工事を実施しています。
　これにより各施設は約15年延命でき、省エネ
ルギーになり経済的負担が減るだけでなく、二
酸化炭素排出量も削減できます。

改良工事の工期は３年間　　　　
可燃ごみの外部処理も
　計画では、今年度は１号炉、27年４月からは
２号炉、28年４月からは３号炉と工期をずらし
ながら改修工事を行っていきます。
　この間、稼動可能な２基で焼却処理を行いま
すが、定期点検・清掃などにより、焼却炉を同
時に停止する期間も発生します。その期間中は、
可燃ごみの焼却処理が行えず、民間の焼却処理
施設に処理を委託します。膨大な経費がかかり
ますので工事期間中は、より一層のごみの減量
にご協力をお願いします。

・焼却炉内部の耐火物の入れ替え…焼却
　炉本体を高温から守るために内部に貼
　ってある耐熱レンガなどを交換します。

■主な改修内容

・モーターの交換…焼却炉を動かすため
　のモーターを省エネルギーのものに交
　換します。

・そのほか、焼却炉本体の配管や設備を
　最新のものに交換します。

ごみの量を減らすために　　　　
まずはできることから
　市内から出される可燃ごみの約半分が、紙類
と生ごみです。紙類の中には分別すれば、資源
として再生できるものが多く見られます。
　水分を残したまま生ごみを捨てている場合も
あります。また、ペットボトルや牛乳パックな
どの混入も見られます。ごみとして出す前に、
水気を切ったか、資源物にならないかを再度確
認してください。
　ちょっとした工夫や分別で、ごみの量を大幅
に減らすことができますので、皆さんのご協力
をお願いします。
　次の４～５ページでは、ごみの量を減らすた
めのコツを紹介しています。できることから実
践してみましょう。

清掃センターの施設見学を　　　
中止しています
　清掃センターでは、市民の皆さんにごみ処理
の現状を見てもらうことで、分別の大切さとご
み減量の必要性を理解してもらえるよう、清掃
センターの施設見学を行ってきました。
　しかし、焼却炉の改良工事に伴い、重機など
の工事関係車両の往来が増加し、見学者の安全
確保が難しいことから、工事が完了する平成29
年３月末までの間、施設見学を中止しています。
皆さんのご理解をお願いします。
※工事の進捗状況により、再開時期が前後する
場合があります。見学が可能な状況になったと
きには、お知らせします　清掃センターでは、各焼却炉の延命化と二

酸化炭素の排出量削減を目的に、焼却施設基
幹的設備等改良工事（焼却炉の改良工事）を行
っています。
　ここでは、主な工事内容や期間について、
お知らせします。

問い合わせは
清掃センター 483-4521

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の

改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

可
燃
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

　工事期間中は、可燃ごみを外部の処理業者
に搬出するため、場内を大型の車両が頻繁に
通行しています。
　ごみを直接清掃センターに持ち込む際には、
係員の指示に従うとともに、周りに注意を払
い安全に通行してください。

ごみを直接持ち込むときは
工事車両に注意を


